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ほ あせ つ ア ー チかま
ピザ欲しと 汗かき積みし 穹窿窯








ふ まん て さぐ
それも不満と 手づくり探る
しろうと ふてぎわ み て しおがま
書生の 凹凸見えし 手作窯
まき く さ わ り
薪を焼べるに 支障なけれど
あめ あ いち あさすず
雨上がる やきもの市の 朝涼し
き じ かたわ や あ
生地のす傍ら ピザ焼き上がる
き じ ま る や いびつ
生地こねて 真円ピザ焼きし 歪がま





くば せ ほ ほ え
ピザく配る背の Ｔシャツ微笑む
あめ や く ぎ とし いち
雨が止む 区切りの年の やきもの市
かま きず じ まえ は
窯から築きて 自前ピザ食む
し ごと お ひ お かま かたわ
仕事終え 火落とし窯の 傍らに
ざ つど まつり ゆう
座して集える 祭の夕べ
む す び
以上，記述してきたように本年度のピザ焼用アーチ窯を積む行為では，完全な煉瓦造アーチ
構造を構成することに成功した。とりわけ生まれて初めての組積造（そせきぞう）構築の体験
学習は，参加した学生全員にとって限りなく大きな収穫となったようである。組積造とは，煉
瓦や石材やブロックなどのように固まり状の建築材料を大地の上に，下方から上位へ順に積み
上げていくことで構造体を完成するものである。その場合，アーチという構造手法は極めて重
要な技術となる。
本年度はそれだけでなくピザを戸外において実際に焼いてみるという体験も実践した。煉瓦
を活かしたまちづくりを多年にわたって継続してきた筆者にとっても正直に申して，「窯業
（焼き物）」と「食品（たべもの）」そして「やきもの（ピザ）」のコラボレーションは，まさ
しく初の体験であった。教員自身にとっても有意義な「体験学習」であった。学校教育の場に
おける意義においても，生涯学習としての意味においても，両面での意義深い体験学習であっ
たと明記しておきたい。反省点を踏まえて，次年度以降「アーチ積体験プログラム」の改良に
努めていきたいと考えている。以上のような試みを繰り返しながら，地域社会の活性化の一翼
を担う生涯学習者を育てることに繋がればと願うしだいである。また仮に生涯学習支援者の養
成とは直接の関わりがなくとも，筆者個人としては，地域社会が元気を取り戻して将来の方向
を見つけられるような手助けができればと考えている。
末尾になってしまったが，本稿の内容を実施しまとめるに際して御指導ならびに御力添えを
賜った方々に，衷心より感謝の意を表するものである。米澤煉瓦の米澤金蔵会長，同米澤照二
社長，同社の城畑部長，畠山レンガ施工の畠山社長ご夫妻，同社の若手職員「拓」様，ふじ工
房の藤田佳孝先生，桧木鉄工所，江別市経済部の大川直久氏，江別市陶芸の森セラミックアー
トセンター長の石垣秀人氏，同センター職員各位，Ｎ４３赤煉瓦塾の皆さん，NPOやきもの２１の
森陵一氏，北海道新聞社江別支局の相川康暁氏ほかに，本紙面をもって謝辞を申し上げる次第で
ある。また本学関係者ではあるが，伊藤義雄先生，小田嶋政子先生，奥寺仁子先生，木下教子先
生，熊谷真由美さん，棟方章子さん，今野知幸さん，犬山あかねさんへ心より感謝申し上げます。
３１
写真－２５ ピザ窯記事が掲載された北海道新聞
３２ 水野：えべつやきもの市における手づくりピザの実践
